
Feb．2021─ 68 ─

シンポジウム３

現場の実例から学ぶ感染症対策

　　　座長 谷 口 清 州† 第73回国立病院総合医学会
(2019年11月９日　於　名古屋）
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要 旨 医療機関における感染症対策は，昨今の薬剤耐性菌対策の面からもきわめて重要なも
のと認識されている．標準的な手法は確立されているため，やるべき事を淡々とやる

以外に方法はないが，感染対策は常に負担を強いられるため，理想どおりにできるものではなく，
現実とのバランスが要求される．一方では，普段みえていない，ちょっとした綻びから，院内で
の感染伝播につながり，アウトブレイクとなることがある．アウトブレイクの発生要因には，い
ろいろな因子が複合していることが多いが，日頃の感染対策の隙を突かれていることもある．ゆ
えに，アウトブレイクに発展した原因を評価することによって，現場での感染対策の課題がみえ
てくることもあり，アウトブレイクの経験から学べることも多い．今般，近年しばしば問題とな
る，麻疹，インフルエンザ，薬剤耐性菌について，これまでの貴重なアウトブレイク経験からみ
えてきた点が各演者よりご紹介され，今後のよりメリハリをつけた対策について議論した．
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　感染対策のステップは，Prevent，Detect，Respo-
ndの三つの段階がある．もちろん，先に進むにつれ
て難易度は高くなり，システム的な，人的資源，あ
るいは予算的な負荷は大きくなる．院内感染対策に
おいては，当然のことながらPreventすることが理想
であるため，各医療機関では精力的に予防対策に取
り組まれているものの，院内感染は医療を行うかぎ
りにおいては当然おこりうることであり，世界中で
院内感染のない医療機関など存在せず，いかに予防
対策を行ったとしてもゼロにすることはできない．
　であれば，可能なかぎり院内感染を減少させる努
力をするとともに，そのリスクを認識して，いかに
して早期に院内感染あるいは，その前兆を探知して
対策を行うかが重要となってくる．院内感染という

ものは発生したことで責められることではなく，ど
のように対応したかで評価されるべきものである．
　院内感染対策はいろいろな教科書で述べられてい
るし，標準的な方法が存在する．しかしながら，上
述のように，院内感染アウトブレイクというものは，
いつでもおこりうる．本来，アウトブレイクはひと
つとして同じ要因でおこるものはなく，それぞれい
ろいろな要因が絡み合って発生するものであり，そ
れぞれの医療機関の背景にも影響される．ゆえに，
アウトブレイクが発生した際には，早期探知と対応
を行うとともに，それを嘆くばかりでなく，現状を
評価する上での機会と捉え，疫学調査によりアウト
ブレイク全体を評価しておく必要がある．このよう
な謙虚な姿勢でその発生の原因となったことを調査
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